
2日間み靖リPで、ち守ごく良かっEでも
雲青耳部新組合員教育辰苅涯に終ゴ雲

円
円

υ
d
守
門

H
UO

 
N
 

ぢ
同
出

5
的

目

、

勤

労

千

葉

育

卑

都

は

、

新

組

合

員

教

育

…

を
館
山
・
南
房
荘
で
行
い
ま
し
在
。
今
毎
回
円
、
予
科
生
と

し
て
入
私

L
、
動
骨
千
葉
に
加
入

ι
在
到
名
の
明
日
の
動
静

千

葉

を

位

苛

う

若

い

仲

自

の

う

ち

、

や

む

を

得

ず

，

券

加

ち

す

…

官
が
ウ
巴
メ
、
一
川
ー
を
瞬
き

β
名

会

費

訓

暴

慢

ま

ち

参

加

し

そ

I
l
l
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-
-
l
I
l
l
i
-
-
-
ー
ー
ー
l

i

O

一

2り
ま

し

在

。

高

畑

町

岡

崎

川

河

峰

崎

…

造一

…
盛
リ
ぢ
く
さ
ん
の
内
容
院
、
熱

ω
に

按

戦

…

山

一

1
1
#調
布
と
吠
画
・
討
論
を
中
山
に
H
H
l
…

出
剛
一

参
加
者
は

2
日
間

k
m
E
フ
一
肉
と

L
て
け
<
兎
欲
的
苦
穿

t
…

て

四

つ

の

諌

恵

、

即

ち

、

の

資

本

一

帯

併

ほ

と

ば

し

苔

占

う

に

殿

!

日

…

主
援
と
ぽ
伯
門
A
r
e

特
例
若
・
骨
一

U
ら

問

ま

し

在

。

ル

一

働
組
合
と
は
伺
A
F
o

②

と

リ

一

特

仁

会

費

2
目
し
括
和

U

ふ
一

ν

ま

く

情

勢

と

骨

働

者

の

課

愚

.

一

苛

一

貫

向

・

討

論

が

集

中

し

正

念

市

取

一

せ

反
戦
聞
争
と
ほ
・
③
国
鉄
を
一
の
と
し
て
了
動
的
μ
千
葉
は
苛

t

b

J

…
ず
一
砕

め
ぐ
る
情
号
@
動
明
千
葉
一
ぜ
一
一
一

E
場
開
会
J

を

向

つ

の

が

」

ヤ

一

仁

川

一

一

時

の
歴
史
と
を
の
め
ず
す
も
の
、
一
「
官
ぜ
開
働
組
合
併
反
戦
・
政
治
一
議
事
の
最
常
に

2
2日
聞
の
宣
告
曹

に
つ
け
て
の
わ
が
リ
場
い
謡
曲
羽
一
印
争
を
印
う
の
が
」
か
虫
さ
れ
一
く
さ
ん
の
講
援
を
金
望
書

Z
Zは
、
五
町
内
い
攻

を
主
体
と

L
、
を
の
岡
仁
、

3
一
ま

L
主
.
ぞ
し
て
、
白
川
刑
者
，
t
u

て
り
か
を
陪
Jm怠
け
が
、
一
番
大
切
↑
写
一
と
は
骨
佃
壊

本
の
映
画

1
ω
T
ロシマ・ナ柑
H

サ
キ
の
康
一
韓
民

t
同
じ
安
配
者
階
級
の
依
存
一
者
の
は
事
賓
と
い
う
壱
め
を
殿
ぴ
ど
フ
て
ほ
し
同

爆
の
惨
禍
を
官
号
、
核
袋
一
器
め
廃
絶
-
乏
訴
え
一
最
や
攻
寄
に
さ
ら
さ
れ
苦

L
め
一
ぃ
，
可
一
弘
う
一
人
丈
が
静
物
者
と
し
て
の
生
を

H

E
附
記
録

Z
ム
]
『
に
ん
げ
ん
を
か
え
丘
一
ら
削
て
お
り
‘
実
問
の
品
川
仁
而
一
方
を
掌
習
と
行
動
を
通
し
て
つ
沙
九
百
フ
て
や
ι

丘
一
聖
書
民
の
不
底
の
聞
い
を
え
が
い
た
〕
『
拡
一
ゥ
て
賛
同

L
て
向
う

Z
と
の
他
一
ぽ
し
り
」
と
殺
防
さ
似
た
2

と
は
キ
常
毎
結

号

室

』

号

、

2反
動
を
-
一
喜
被
一
亨
?
と
一
一
一
聖
理
官
毒
と
y
J

一

Zく
参
加
者
に
防
衛
を
与
え
ず
し
左
。
澗

ヲ
て
闘
い
ヒ
ヲ
た
動
前
半
葉
町
歴
史
専
切
の
記
一
工
V

ト
問
桝
を
め
ぐ
ラ
事
実
矩
一
混
一
介
一
日
自
の
夜
、
商
壁
墓
倉
家
宅
抗

告別
3
1ト
ズ
ト
抑
留
害
を
全
員
一
で
し
か

t
現
在
、
警

J
Q亘
一
す
く
ば
ら
ん
を
話
し
ぢ
薬
害
時
ち
配

計
二
鑑
嘗
し
、
肢
想
若
山
ム
し
合
ヲ
一
を
つ
つ
走
貫
工
支
配
若
の
長
t
u

中

山

一

ま

し

↑

作

。

の

J

て
の
自
由
討
論
を
中
一
的
攻
撃
の
馳
が
、
不
信
に
向
日
経
一

2
臼
陶
の
学
習
・
義
・
安
委
長
品
斉
捜

…
U
仁
行
U
ま

し

E
・
一
け
奇
人
医
の
「
反
鞍
・
主
抗

2
P
H
一
全
島
寸
感
想
文
」
を
吉
川
て
提
苧
し
ま
し
家

国
銑
入
社
、
動
静
一
三
里
壊
と
面
貨
の
闘
い
を
討
フ
つ
一
巧
「
今
ま
で
わ
け
か
仰
を
人
可
唱
が
和
し
て
い
員

J
U

…
千
葉
加
入
以
一
米
一
ヶ
一
副
芝
う
と
い
う
点
に
あ
号
事
、
一
定
け
山
引
ピ
動
秒
企
業
の
苦
う
と
L
て
い
き
一
と
池

f
-

一

一

均
一
円
、
三
の
向
す
ぐ
春
一
又
、
ご
の
草
剤
山
原
協
の
明
働
躍
動
一
品
川
よ
く
の
が
フ
た
」

(A5・
「
国
鉄
帯
損
で

M
M

勧
…
聞
や
反
弾
圧
闘
争
ヘ
一
指
幕
曹
に
は
無
視
抹
殺
さ
削
て
一
言
前
に
押
し
働
者
空
め
ラ
と
い
う
き
窃
U

Z

T

刊
の
券
加
・
と
り
わ
け
一
お
り
、
私
た
ち
の
今
で
再
生
さ
せ
一
言
号
ず
と
思
フ

E
守
習
で
組
合
は
噴
よ

-

E

一

回

哨
…
猛
烈
守
寸
国
錠
出
M

働
一
て

M
が
怠
け
明
ば
な
ら
母
い
の
一
げ
ず
け
で
て
抗
日
附
よ
け
も
の
い
?
と
尽
き
け
た
け
U
C
、

…
者

H

固
dm
」
奇
否
反
一
官
、
と
い
う
事
を
ど
が
、
討
誌
を
盛
一
五
日
市
け
下
は
ず
μ

号
ん
ず
と
り
う
事
掛
川
め
す
て

…
動
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
一

U
て
明
ら
小
仁
さ
れ
て

υき
ま
一
を
巴
」

(cz.:・
等
々
、
閣
を
帝
巾
主
計
官

…
の
中
マ
殺
し
く
略
取
一

ι
E
。

一

葉

と

期

H
Z、主
ν
ず
一
づ

E
品
の
冊
目
来

一
動
く
情
勢
川
中
に
よ
『
創
出
μ
手
葉
の
幸
一
つ
と
し
と
り
一
を
ふ
リ
と
確

2
2般
に
?

…
ぴ
込
み
体
一
鞭
し

E
1
7
t号
制
州
よ
く
わ
か
ヲ
て
き
た
』
一
ま
ま
も
た
。
十

五

素

材

に

し

て

更

に

戸

務

評

ず

っ

ゑ

向

者

最

亙

ら

・

2去
、
5
M
E
霊
安
会

6
5

u
Z
引
に
み
が
き
を
か
一
ま
ち
北
野
副
零
噴
喜
掛
川
「
勤
特
一
叫
す
働
者
集
会
件
捜
起
す
古
事
を
確
梼
ι吾
川

一

-

n

し
#
F
L
t
w
.

…
け
、
白
令
の
血
と
し
一
千
葉
の
め
ぎ
す
モ
の
は

'zh一安
7
2の
春
歌
と
団
結
ず
川
引
明
d

82-5-20 

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

平
策
市
要
町
二
1

入
門
動
力
車
会
館
》

ハ
鉄
電
〉
二
丸
三

E
t六
人
会
8
S
4畠
{
召
七
二

O
七


